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金 本 恭 三
SIH(Sの機構として Gerstenらによ-'て提案され, Uebaによって詳しい定式化が行な
われた, effectiveresonantscatteringのモデルでは,光散乱の中間状態でフェルミ面











































柄 木 良 友
パルス磁場を用いて励起状態の断熱磁化冷却を行ない,相転移を観測した｡ 図1はNaNi
(Acac)3･benezene中のNi2+ィォンのエネルギー準位であるo Hc-2111kOeで2つの
準位が交差する｡ 初期温度を初期分裂 3.15Kにくらべて十分低 くし,パルス磁場をかける｡
スピン-スピン緩和時間にくらべて磁場掃引速度が十分に速いならば各準位の占有数は一定の
ままHcに達するOもLHc近傍で励起状態内で熱平衡になるならば,励起状態の断熱磁化冷却
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